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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

上部尿路結石は common disease であるが，高齢者に対して推奨される手術療法は未だ確立し

ていない．上部尿路結石に対する経尿道的腎尿管結石砕石術は低侵襲かつ高い結石除去率を誇

る治療法である．今回我々は後ろ向きに，189 例の URS lithotripsy の成績を，患者を年齢で若

年群（64 歳未満，n=108），前期高齢者群（65-74 歳，n=42），後期高齢者群（75 歳以上，n=39）
の 3 群に分類して検討した．前期高齢者群は若年群と比較して ASA スコア，高血圧，高脂血症

の既往が有意に多く，後期高齢者群は若年群と比較して ASA スコア，高血圧の既往，術前腎盂

腎炎の罹患が有意に多かった．しかし，術後の腎盂腎炎罹患率と結石除去率は 3 群間に有意差

を認めなかった． 術前リスクファクターの多い 65 歳以上の高齢者においても，経尿道的腎尿

管結石砕石術は安全かつ有効であることが示唆された． 
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